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◆今週の例会プログラム◆ 

2019 年 2 月 28 日（木）第 2409 回例会 

ガバナー補佐訪問 青山快玄ガバナー補佐 

卓話担当：岡内重信会員 

◆次週の例会プログラム◆ 

2019 年 3 月 7 日（木）第 2410 回例会 

卓話：山下恵司会員 

◇ロータリーソング◇ 
奉仕の理想 
◇先週のお客様◇ 
趙 雨桐様（米山奨学生） 

◆出席報告 2019 年 2 月 21 日（第 2408）回例会）◆ 
会員数：30 名 出席者：19 名 出席率 70.37％ 
前々前回  2019 年 1 月 17 日 74.047％ 
 

◆会長挨拶◆          会長 片山秀樹 

皆様こんばんは。 

皆さん当クラブの定款・細則を読まれたことはあるで

しょうか。私は会長エレクトのおりにとりあえず一読

しましたが詳細までは理解できていませんでした。 

定款とは、公益法人・会社・協同組合などの目的・組

織・活動などに関する根本規則を記載したものです。

企業経営者である皆様には失礼なことかもしれませ

んが中小企業の場合は取締役でも自社の定款を見た

ことがない場合があるのが実態ではないでしょうか。 

会社では従業員は就業規則にしたがい仕事を行なう

ことと同様に、会社という組織そのものは「定款」に

したがって取締役会により運営されます。定款は株主

総会にて変更することが可能ですが法律が優先され

ることは当然です。 

一方、ロータリークラブの場合は理事会が定款、細則

に違反しないように運営にあたります。国際ロータリ

ー細則によりますと各クラブは『標準定款』を採用す

ることとなっています。実際の運営においては推奨ロ

ータリークラブ細則を各クラブで変更して使用して

います。細則の変更は総会において可能ですが法律順

守は当然であり、RI の方針を逸脱してはなりません。

山本ガバナーによりますとロータリーは各クラブが

主体でありガバナーは RI から派遣され各クラブが動

きやすいようサポートすることが存在理由であると

述べられています。 

以上の通りクラブの運営は定款・細則の範囲内で各年

度の会長を始めとした理事会にゆだねられています。

箕面ロータリークラブに流れている 50世代の DNAを 

引き継ぎながら変化させるべき方向を議論して定め、

変化させていくべきところは積極的に変わっていく

べきと考えますがいがでしょうか。 

 

◆幹事報告◆         幹事 林 たかみ 

・戦略計画委員会について 

・ロータリー手帳について 

 

◆ＳＡＡ報告◆        ＳＡＡ 芝野弘三郎 

ニコニコ箱 

芝野弘三郎会員：木村貞基会員ＴＥＤ楽しみにしていま 

        す 

山下恵司会員：先々週欠席すみません 

青敬祐会員：アメちゃんお別れですね！！ 

前田建司会員：木村会員、卓話宜しくお願い致します 

木村貞基会員：卓話よろしくお願いします 

梶山博照会員、河野優作会員、山本貴雄会員、木村知也

会員、林たかみ会員 

米山奨学会 

川端崇且会員：雨ちゃん ようこそ 

芝野弘三郎会員、河野優作会員、山本貴雄会員、木村知

也会員、片山秀樹会員、前田建司会員、木村貞基会員 

ロータリー財団 

芝野弘三郎会員、山本貴雄会員、木村知也会員、前田建

司会員、木村貞基会員 
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事務局執務時間：月・水・金 10：00～15：00、  木 14：00～21：00、  火・土・日・祝 ○休  

◆『ＴＥＤｘＯｓａｋａＵ の舞台裏』 

 

             

（ＴＥＤｘＯｓａｋａＵ ＨＰより） 

 

TED（テド、英: Technology Entertainment Design）

は、アメリカ合衆国のニューヨーク市に本部があ

る LLC。カナダのバンクーバー（過去には米カリ

フォルニア州ロングビーチ、モントレー）で、毎

年大規模な世界的講演会「TED Conference」（テ

ド・カンファレンス）を開催（主催）している非

営利団体である。 カンファレンスは、1984年に

極々身内のサロン的集まりとして始まったが、

2006年から講演会の内容をインターネット上で

無料で動画配信するようになり、それを契機にそ

の名が広く知られるようになった。1984年からと、

ハイテク系の話題の多いタイプのカンファレン

スとしては比較的古くからある一つであり、変遷

もあるが、基本的には学術・エンターテインメン

ト・デザインなど様々な分野の人物がプレゼンテ

ーションを行なうというスタイルである。 講演

者には非常に著名な人物も多く、ジェームズ・ワ

トソン（DNAの二重螺旋構造の共同発見者、ノー

ベル生理学・医学賞受賞者）、ビル・クリントン

（元アメリカ合衆国大統領、政治家）、ジミー・

ウェールズ（オンライン百科事典ウィキペディア

の共同創設者）といった人物がプレゼンテーショ

ンを行なっているが、最重要事項はアイディアで

あり、一般的には無名な人物も数多く選ばれ、プ

レゼンテーションしている。 講演会に出席する

ためには、審査を受けた上で年会費 8,500ドルを

支払って、TEDの会員になる必要がある 

TEDの精神である「ideas worth spreading」 の

もとに、TEDからライセンスを受け、世界各地で

発足しているコミュニティー。TEDの名称は使用

しているが、運営や人選、設営などにTED本体は

関与していない。2009年に、TEDxTokyoが開催さ

れたのがきっかけで広まった。名称中にTEDの文

字を含むのは、TEDxがTEDのコンセプトを受け継

いだ団体であることを示している。TEDxのカンフ

ァレンスは、各地のスピーカーによる講演と

TEDTalksのビデオの上映によって構成され、参加

者が個々にディスカッションを通してアイデア

を共有し、横の繋がりを広げていく場でもある。

世界中でTEDのコンセプトは広まりつつあり、

2012年4月現在126カ国以上の800にも渡る都市で

イベントが実施されている。 

 

TEDxOsakaU 

TED、TEDxの理念に感銘を受け、“大阪大学から世界

へアイデアを届けたい！”という意欲溢れる学生に

よる TEDxイベント開催団体です。 

 

活気満ちる大阪のパワーと多彩で枠にとらわれない

イベント創りが TEDxOsakaU の魅力です。 

大阪大学に集った”英知”が、日本、そして世界を変

えていく―。 

阪大の更なる発展を目指し、我々は活動しています。 

 

 

 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%8B%B1%E8%AA%9E
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https://ja.wikipedia.org/wiki/LLC
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AB%E3%83%8A%E3%83%80
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%90%E3%83%B3%E3%82%AF%E3%83%BC%E3%83%90%E3%83%BC_(%E3%83%96%E3%83%AA%E3%83%86%E3%82%A3%E3%83%83%E3%82%B7%E3%83%A5%E3%82%B3%E3%83%AD%E3%83%B3%E3%83%93%E3%82%A2%E5%B7%9E)
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%AD%E3%83%B3%E3%82%B0%E3%83%93%E3%83%BC%E3%83%81
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%A2%E3%83%B3%E3%83%88%E3%83%AC%E3%83%BC
https://ja.wikipedia.org/wiki/1984%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B5%E3%83%AD%E3%83%B3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AD%A6%E8%A1%93
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A8%E3%83%B3%E3%82%BF%E3%83%BC%E3%83%86%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%83%A1%E3%83%B3%E3%83%88
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A8%E3%83%B3%E3%82%BF%E3%83%BC%E3%83%86%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%83%A1%E3%83%B3%E3%83%88
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%87%E3%82%B6%E3%82%A4%E3%83%B3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%97%E3%83%AC%E3%82%BC%E3%83%B3%E3%83%86%E3%83%BC%E3%82%B7%E3%83%A7%E3%83%B3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%97%E3%83%AC%E3%82%BC%E3%83%B3%E3%83%86%E3%83%BC%E3%82%B7%E3%83%A7%E3%83%B3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B8%E3%82%A7%E3%83%BC%E3%83%A0%E3%82%BA%E3%83%BB%E3%83%AF%E3%83%88%E3%82%BD%E3%83%B3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B8%E3%82%A7%E3%83%BC%E3%83%A0%E3%82%BA%E3%83%BB%E3%83%AF%E3%83%88%E3%82%BD%E3%83%B3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%93%E3%83%AB%E3%83%BB%E3%82%AF%E3%83%AA%E3%83%B3%E3%83%88%E3%83%B3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%93%E3%83%AB%E3%83%BB%E3%82%AF%E3%83%AA%E3%83%B3%E3%83%88%E3%83%B3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B8%E3%83%9F%E3%83%BC%E3%83%BB%E3%82%A6%E3%82%A7%E3%83%BC%E3%83%AB%E3%82%BA
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B8%E3%83%9F%E3%83%BC%E3%83%BB%E3%82%A6%E3%82%A7%E3%83%BC%E3%83%AB%E3%82%BA
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A6%E3%82%A3%E3%82%AD%E3%83%9A%E3%83%87%E3%82%A3%E3%82%A2
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A6%E3%82%A3%E3%82%AD%E3%83%9A%E3%83%87%E3%82%A3%E3%82%A2

